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ル
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(五)

本
質
撃
の

一
般
的
論
述

フッ

7
1
w
氏
は
前
節
に
於
て
述
べ
し
が
如
言
、
事
賞
(
或
は
経
験
)
ご
本
質
並
に
伺
躍
的
直
観
ピ
本
質
凱
照

(
或
は
諦
糊
)
正
の
、

一
般
的
差
別
及
び
聞
係
に
閲
す
る
同
氏
の
見
解
に
基
い
て
、
先
づ
事
質
問
中
正
本
質
問
宇
ご
の
一

般
的
差
別
及
び
閥
係
を
概
論
し
、
夏
に
本
質
品
T

の
概
念
を
税
々
詳
し
〈
論
越
し

τ居
る
。
そ
う
し
て
夫
れ
仁
よ
ち

て、

一
の
本
質
皐
で
あ
る
可
き
純
正
現
象
事
の
翻
念
の
建
設
り
斜
め
に
、
叉
一
切
の
経
験
学
に
謝
し

τ、
か
〈
て

叉
心
理
事
に
劃
L
τ
純
正
現
象
風
干
の
占
む
可
己
地
位
の
理
解
の
勉
め
に
、
必
要
な
る
本
質
的
基
礎
を
究
明
せ
ん
ご

Z雨京高予お品

し
て
居
品
。
き
れ
ば
同
氏
の
本
質
問
弔
の
概
念
企
先
づ
明
ら
か
に
理
解
し
て
置
〈
ご
ご
は
、
同
氏
の
現
象
的
宇
の
概
念

を
正
賞
に
理
解
す
る
潟
め
に
甚
だ
肝
要
で
ゐ
る
o
一
見
に
今
日
フ
ッ
サ

1
P
氏
の
接
問
論
を
廊
用
L
て
、
枇
曾
皐
の

血
平
問
論
的
基
礎
附
を
企
に

t
る
人
々
の
所
設
を
考
察
す
る
正
、
同
氏
の
本
質
問
学
古
経
験
準
ご
の
踊
別
が
、
甚
に
重

要
な
る
意
義
を
有
す
る
ニ
ビ
が
翻
敵
さ
れ
る
o
'
ぞ
れ
で
余
は
本
節
に
於
て
稀
々
詳
し
〈
之
を
越
ぺ
允
レ

t
思
ふ
。



叢

第
二
十
一
審

(
第
四
腕

論

b
入

五
担当

フ
ッ
サ

l
ル
の
現
象
串

却
設
さ
き
に
越
べ
し
蕗
の
倒
別
的
調
象
正
本
質
ご
の
聞
に
存
立
す
る
閥
係
に
相
臆
し
て
、
此
践
に
事
質
問
干
正
本

一
質
剛
宇
ご
の
相
一
肌
闘
係
が
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

A
T
純
正
本
質
皐
ピ
は
例
、
ば
純
正
論
理
事
.
純
正
数
皐
、
純

正
時
間
論
、
純
正
谷
岡
論
、
純
正
運
動
論
等
の
如
き
も
の
に
し
て
‘
此
等
の
諸
事
科
は
何
れ
も
其
mu

一
切
の
思
惟

進
行
に
於
て
、
全
然
事
賞
戒
は
経
験
に
拘
束
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
此
等

ω諸
皐
税
に
め
・
り
て
は
、

何
れ
の
絞
験
も
経
験
ご
し
て
は
、
印
も
現
賞
態
或
は
存
在
を
把
認
し
或
は
設
定
す
る
意
識

εし
τは
、
宅
も
基
礎

附
け
の
任
務
を
行
ム
こ

E
が
出
来
な
い
。
そ
れ
は
例
へ
ば
紙
面
に
或
固
形
を
音
〈
幾
何
事
者
に
於

τ見
ら
れ
る
が

如
〈
で
あ
る
。
此
の
場
合
幾
何
事
者
は
事
質
上
存
在
す
る
紙
面
に
於

τ、
事
寅
上
存
在
す
る
線
を
産
出
す
る
o

併

し
彼

ω物
質
的
産
出
も
亦
共
の
彼
が
産
出
せ
る
も
の
に
就
て
彼
の
有
す
る
経
験
も
、
経
験
芭
し
て
は
彼
の
幾
何
事

的
本
質
諦
翻
M
A
ぴ
本
質
思
惟
を
宅
も
基
礎
附
げ
な
い
。
彼
は
紙
面
に
諮
り
る
事
質
上
の
線
に
就
て
の
経
験
に
よ
り

τ、
始
め

τ彼
の
幾
何
皐
的
本
質
論
説
及
び
本
質
思
惟
を
基
礎
附
り
る
の
で
は
な

ν。

然
る
に
自
然
研
究
者
に
ゐ
り

τは
、
事
情
は
之
仰
い
正
会
〈
異
な
っ
て
居
る
。
自
然
桝
究
者
に
ゐ
り
て
は
、
経
験

は
賢
に
基
礎
附
り
る
作
則
(
斥
円

r
o
q
E
L
B品
。
〉
宵
)
に
し
て
、
犬
れ
は
決
し

τ純
然
た
る
怨
傑
じ
よ
ち
て
取
h
，替

か
く
て
事
質
問
苧
正
経
験
問
学
ご
は
同
伯
的
櫛
念
で
め
る
の
で
あ
る
o

さ
は
れ
現
質
態
で

へ
得
ら
れ
る
も

ω
で
な
い
。

は
な
く
し

τ概
念
的
可
能
、
現
質
的
関
係
で
は
な
〈
し
て
本
質
的
関
係
を
研
究
可
る
幾
何
準
者
に
あ
り
て
は
、
且
取

後
の
恭
礎
附
り
る
作
矧
は
よ
に
越
べ

L
如
〈
経
験
で
は
な
〈
し
て
、
本
質
一
説
制
酬
で
ゐ
る
。
そ
う
し

τ
一
切
の
本
質



事
に
あ
り
て
は
、
間
接
的
に
洞
見
的
な
る
思
惟
に
於
り
る
間
接
的
な
る
も
の
も
、
買
は
会
〈
直
接
的
に
洞
昆
的
な

る
原
理
に
従
ふ
て
奥
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
、
随
ふ

τ直
接
的
洞
見
に
於
て
把
捉
さ
れ
る
本
質
聞
係
或
は
本
質
的
日
常

理
に
基
γ
て
基
礎
附
り
ら
れ
て
居
る
。
か
く
て
某

ω間
接
的
基
礎
附
り
の
各
歩
は
、
ャ
A
P
明
確
的
令
官
。
色
-
a
E
F
)

及
び
本
質
的
に
必
然
的
で
あ
る
の
で
ゐ
£
。

き
れ
ば
純
正
本
質
凪
干
の
奥
磁
を
な
す
も
の
は
、
夫
れ
は
全

f
本
質
的

に
研
究
す
る
己
云
ふ
こ
ピ
、
夫
れ
は
始
め
か
ら
叉
共
の
後

ω進
行
に
於
て
も
、
如
何
な
る
事
貨
を
も
本
質
的
尖
賞

性
を
有
す
る
も
の
、

か
(
て
直
接
原
本
的
に
奥
へ
得
ら
作
る
も
の

Z
し
て
認
識
し
な
い
己
一
苫
ふ
こ
正
、
或
は
如
何

な
る
事
貨
を
も
右
の
如
、
き
「
会
理
的
」
な
る
事
-wH
か
ら
純
粋
な
る
推
理
に
よ
b
て
「
推
断
」
さ
れ
得
る
も
の
ざ
し
て
認

叫
醐

ιな
ν
古
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。

か
〈
て
科
人
は
精
密
本
質
挙

ω質
際
的
地
却
は
、
右
的
思
想
に
甚
に
街
援
に
結
び
附
け
て
立

τら
れ
て
居
る
一
』

ご
を
見
る
り
で
、

そ
う
し
て
某

ω班
郁
二
一
品
ふ
は
、

つ
ま
h
一
切
の
間
接
的
思
想
進
行
を
、
夫
れ

y、
、
凶
本
倒
的

範
域
り
、
水
久
的
組
織
的
に
結
合
さ
れ
た
る
誠
一
公
理
り
下
に
於
け
る
軍
純
な
る
包
踊
、
克
に
形
式
的
論
理
事
或
は
純

陣
論
別
事

ω
会
公
理
山
下
に
行
け
る
田
平
純
な
る
包
婚
に
謹
一
冗
す
る
-
-
正
に
よ
b
て
、
各
本
質
血
干
に
合
理
牲
の
最
高

度
を
奥
へ
ん
ご
す
る
ニ
ピ
で
ゐ
る
o

間
し
蔵
省
に
云
へ
ば
此

ω理
想
士
寅
現
す
る
こ
ピ
を
始
め
て
数
へ
た
る
新
数

論

叢

フ
ッ
サ

1
ル
白
現
象
串

第
一
十
一
巻

(
第
四
都

七
九
)

五
四
百

'" 

準
で
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。
怖
は
所
説
「
数
準
化
」

2
5
Z
E
Z自己目白目
E
A
)
ω
理
怨
も
ヤ
』

F
上
川
思
想
ピ
ム
税
接
に

結
び
附
レ
て
立
工
ら
れ
て
居
る
の
で
、
此

ω
理
想
も
右
に
述
べ
[
理
相
ご
同
様
に
‘

一
初
の
精
密
本
質
事
的
諸
島
T



諦

叢

フ
ッ
サ

l
ル
山
現
象
中

第
二
十
一
巻

(
第
同
紙

F、
() 

亙
四
回

科
(
其
の
金
認
識
成
分
U
例
へ
ば
幾
何
事
に
於
り
る
如
〈
或
小
数
の
公
理
中
仁
純
前
格
的
必
然
牲
に
於

τ謹
一
冗
舌

れ
る
の
で
あ
る
)

に
封

L
て、

重
大
な
る
認
識
質
際
的
意
義
を
布
す
る
も
の
で
あ
る
o

以
上
越
べ
来
れ
る
蕗
に
よ
り

τ、
本
質
事
の
精
神
は
経
験
準
の
認
識
成
栄
吉
の
綿

τの
関
係
を
、

根
本
的
に
排

斥
す
る
も
の
な
る
こ
己
は
明
ら
か
で
ゐ
る
。

本
質
撃
の
本
質
論
蜘
酬
は
経
験
即
時
干
の
事
質
認
識
に
基
い

τ行
な
は
れ
る

の
で
な
く
、
本
来
之
れ
ご
綱
立
に
行
な
は
れ
る
の
で
あ
る
。
事
質
か
ら
は
常
仁
只
事
貨
が
生
ま
れ
る
に
り
で
、
本

質
は
事
貨
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
な

ν。
一
切
の
本
質
皐
は
一
切
の
事
質
事
か
ら
根
本
的
に
濁
立
し

τ居
る
の
で
あ

る。
然
る
に
事
質
問
宇
に
あ
h
1
は
夫
れ
正
正
日
比
掛
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
。
剖
も
一
切
の
事
質
問
学
は
根
本
的
仁
本
質

準
に
依
ぷ
し

τ居
る
の
で
あ
る
o

事
問
正
し
て
完
全
仁
後
退
せ
る
事
貨
皐
に
し
て
‘
本
質
認
識
か
ら
離
れ
得
る
も

の
、
か
〈
て
形
式
的
本
質
問
宇
又
は
質
料
的
本
質
皐

(円。片岡

E
Zロ
邑
耳
目
白
件
。
ユ
己

2
0日

ι色旬
n
y
E
M
名目
ω
m
o
g
n
z
m河内ロ)

か
ら
溺
立
し
得
る
も
の
は
一
も
存
し
な
い
。
此
蕗
ド
其
の
理
由
の
ニ
つ
を
簡
単
に
遁
ぺ

τ置
(
が
、
先
づ
第
一
に

経
験
準
は
、
夫
れ
が
判
断
的
問
践
的
基
礎
附
け
合
成
就
せ
ん
正
す
る
何
れ
の
場
合
に
於

τも
、
怖
に
形
式
的
論
理

事
が
取
扱
ふ
彪
の
形
式
的
原
理
仁
従
ふ
て
行
か
ね
ば
な
ら
曲
。
又
一
切
の
事
賞
皐
は
何
れ
の
率
阿
古
も
同
様
に
一

τ嘗
然
拘
束
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
(
て
事
質
皐
は
狭
義

ω形
式
的
論
理
皐
に
依
存
す
る
上
に
、
真
に
夫
れ
以
外

定
の
調
象
含
有
し
・

一
定
り
劉
象
を
研
究
す
る
も

ωで
あ
る
以
上
、
謝
象
一
般
の
本
質
に
属
す
る
諸
法
則
に
よ
b



の
形
式
的
普
遍
的
知
識
の
徐
地
の
諸
事
科
を
包
括
す
る
形
式
的
本
館
率
的
議
事
科
の
群
れ
吉
、
密
接
な
る
閥
係
に

諦

議

フ
ッ
サ

l
ル
の
混
線
皐

第
二
十
一
容

円
第
四
批

ノ、

) 

E
四
五

入
り
込
む
の
で
あ
る
。
向
は
第
二
の
理
由
さ
し
て
注
意
す
可
き
は
、
各
事
質
は
一
の
資
質
的
本
質
成
分
を
合
有
す

る
の
で
、
是
う
し
て
其

ω中
に
合
布
苫
れ
る
純
粋
本
質
に
属
す
る
各
本
質
的
英
理
は
、
奥
へ
ら
れ
た
る
事
賞
的
側

憶
に
、
夫
れ
が
各
可
能
的
な
る
も
の
一
般
的
一
知
〈
依
工
以
て
拘
束
品
れ
る
成
法
則
を
、
奥
へ
ね
ば
な
ら
尚
己
云
ふ

ニ
主
で
あ
る
。

夫
れ
各
民
鶴
的
経
磁
的
調
象
は
共
の
質
料
的
本
質
を
具
有
し
て
、

一
の
段
高
質
料
的
頼
宣
言
。
『
刊
誌
O
E己
注
』

巳
。
。
主

E
向
)
或
は
経
験
的
掛
象
の
一
領
域
(
弘
吉
岡
O
岡
山
。
ロ
)
の
下
に
排
泣
き
れ
る
。
&
こ
で
各
純
粋
領
域
的
本
質

に
割
膝
L
て、

一
の
領
域
的
本
質
皐
(
0
5
0

月
間
山
O
E
Z
巴
且
印
伸
一
切
の
『
め
さ
5
2
R宮
町
)
或
は
一
の
領
域
的
本
鱒
皐
(
2
0

百
四
百
一

E
F
。
ロ
件
。
吉
岡
山
。
)
が
成
立
す
る
。
此
蕗
に
吾
人
は
領
域
的
本
質
に
於
て
、
或
は
之
を
構
成
す
る
幾
多

ω類
に

於

τ、
豊
富
な
る
叉
多
枝
的
な
る
知
識
が
成
立
し
、

か
(
て
業
等
の
知
識
の
組
織
的
展
開
に
閲
L
て
一
般
的
に
一

の
血
中
間
を
、
或
は
領
域
の
夫
れ
夫
れ
の
類
構
成
物
に
劃
膳
L
て
幾
多
の
本
健
曲
学
的
諸
串
科
の
一
複
合
健
を
建
設
す

る
事
の
重
要
な
る
を
覚
る
。
さ
れ
ば
一
領
域
の
範
固
に
施
す
る
各
経
験
撃
は
、
形
式
的
本
館
皐
的
諸
皐
科
に
本
質

的
に
結
び
附
り
ら
れ
る
古
同
様
に
、
又
領
域
的
本
髄
問
中
的
諮
問
中
科
に
本
質
的
に
結
び
附
り
ら
れ
る
。
要
す
る
に
吾

人
は
各
事
費
率
或
は
経
験
問
学
は
本
質
的
諸
本
髄
島
T

に
於

τバ
本
質
的
理
論
的
基
礎
を
有
す
る
吉
一
耳
ひ
得
る
の
で
あ

る
。
是
れ
上
の
僻
定
が
正
し
い
ご
す
れ
ば
、
純
粋
な
る
純
一
制
約
的
に
妥
嘗
的
な
る
仕
方
に
於

τ、
領
域
の
一
切
の



第
一
一
十
一
巷

(
第
四
都

λ 

五
回
大

議

フ
ッ
サ

1
ル
の
現
象
血
中

論

可
能
的
謝
象
に
結
び
附
け
ら
れ
る
知
識
の
豊
富
な
る
基
本
(
其
等
の
知
識
は
一
部
分
は
封
象
一
般
の
盗
虚
な
る
形

値
に
魁

L
、
一
部
分
は
云
は
い
一
切
の
領
域
的
謝
象
の
必
然
的
質
料
的
形
惜
を
表
現
す
る
蕗
の
領
域

ω本
質
に
鳳

す
る
以
上
)
が
、
経
磁
的
事
貨
の
研
究
に
封

L
て
・
無
意
味
で
あ
り
得
な
い
こ
己
は
、
会
(
自
明
的
で
あ
る
か
ら
で

ホ山
v
'
Q

。
か
〈
て
例
へ
ば
一
切
の
自
然
科
準
的
諸
事
科
に
封
勝
し
て
、
物
理
的
自
然
一
般
の
本
質
問
中
或
は
自
然
の
本
館
事

(
事
質
的
自
然
仁
一
劃
臆
し
て
純
粋
仁
把
捉
し
得
ら
れ
る
一
本
質
が
存
立
す
る
以
上
、
郎
も
其
の
中
じ
合
蓄
さ
れ
る

虚
の
無
限
に
豊
富
な
る
本
質
闘
係
を
有
す
る
自
然
一
般
己
云
ふ
本
質
が
存
立
す
る
以
上
)
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

吾
入
者
し
自
然
の
完
全
に
合
理
化
さ
れ
た
る
一
経
験
学
の
机
念
、
詳
し

f
云
へ
ば
其
の
中
に
取
h
込
ま
れ
た
る
線

て
の
特
殊
が
、
最
普
遍
的
及
び
故
根
本
的
な
る
基
礎
に
悉
皆
還
元
さ
れ
る
ほ
ど
、
理
論
化
に
於
工
進
歩
せ
る
一
の

自
然
科
皐
の
概
念
を
作
品
ご
す
れ
ば
、
か
、
る
自
然
科
皐
の
翻
念
の
賞
現
は
、
夫
れ
に
封
勝
す
る
自
然
の
本
質
事

或
H
H
自
然
の
本
般
学
の
畿
迭
に
根
本
的
に
依
存
す
る
こ
言
、

か
〈

τ夫
れ
は
一
切
の
剛
宇
悶
が
一
般
的
に
同
様
な
る

仕
M
M

に
於
工
依
U

廿
ず
る
形
式
的
知
誠
仁
依
ι
け
す
る
外
に
、
特
じ
自
然

ω本
質
を
・
随
ム

τ又
有
る
が
ま
、
の
自
然

制
割
象
の
一
切
の
本
質
種
類
を
合
理
的
純
粋
性
に
於
て
研
究
す
る
鹿
の
、
郎
も
本
質
的
に
研
究
す
る
蕗
の
、
質
質
的

本
瞳
準
的
諸
事
科
の
後
遺
に
依
存
す
る
二
百
は
、
明
白
で
ゐ
る
o

そ
う
し
て
右
に
逃
〈
し
事
は
、
何
れ
の
領
域
に

就
て
も
嘗
て
は
ま
る
の
で
め
る
。

l引



「
精
密
」
法
則
率
的
皐
問
の
階
段
に
近
づ
け
ば
近
づ
〈
ほ
ど
、

か
〈
て
費
蓬
せ
る
本
質
事
的
諸
曲
宇
科
を
基
礎
ご
し
て

叉
認
識
賞
際
的
に
も
吾
人
は
始
時
か
ち
左
の
事
を
暗
躍
期
す
可
量
で
あ
る
。
郎
も
経
験
事
は
「
合
理
的
」
階
段
、

運
用
し
、
自
分
の
基
礎
附
り
に
就
て
共
等
の
皐
科
を
利
用
す
る
度
合
の
大
な
る
ほ

X
、
ま
す

1
¥其
の
認
識
賞
際

て
、
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
居
る
o
質
に
形
式
的
及
び
質
質
的
敷
島
一

a

的
議
科
卒
の
隆
盛
は
、
右
の
傾
向
か
ら
生
ま
れ

?づえてηミてτιτて ♂表示 ::--~.""':'7""-_..._._----- 一一一

的
作
業
め
範
固
及
び
カ
仁
於
て
増
大
す
る
正
一
五
ム
事
で
ゐ
る
。

合
理
的
自
然
諸
科
挙
或
は
物
理
的
諸
科
曲
宇
の
後
遺
は
、
右
の
事
質
或
は
傾
向
を
明
ら
か
に
讃
明
し
て
居
る
。
物

理
的
語
科
撃
の
大
隆
盛
時
代
は
、
寅
に
近
世
に
於
て
、
阪
に
古
代
に
於
て
(
本
質
的
に
プ
ラ
ト

1
仮
に
於
て
)
純
正

本
質
事
己
し
て
大
仁
後
遺
せ
る
幾
何
皐
が
、
物
理
事
的
方
法
に
甚
に
有
数
に
適
用
苫
れ
て
来
た
ど
一
去
ム
事
か
ら
、

ま
さ
し
〈
始
ま
っ

τ居
る
の
で
あ
る
o
是
れ
物
質
的
な
る
物
の
本
質
は
延
長
に
し
て
、
そ
う
し
て
幾
何
皐
は
か
、

る
物
質
性
の
一
本
質
要
素
卸
ち
昼
間
形
式
を
研
究
す
る
本
憧
事
的
拳
科
で
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
L
吾
人
は
叉
夏

に
、
物
質
的
な
る
物
の
一
般
的
或
は
領
域
的
本
質
は
延
長

rり
で
童
話
争
、
遥
か
仁
夫
れ
以
上
に
亘
る
も
の
な
る

を
費
る
o

そ
う
し
て
其
の
事
は
、
血
平
間
の
融
制
遣
が
幾
何
血
千
百
並
立
し
て
、
経
験
的
な
る
も
の
、
合
理
化
の
矯
め
に

夫
れ
正
岡
徒
な
る
任
務
に
賞
品
可
き
、
新
し
き
諸
皐
科
の
一
列
を
後
蓬
さ
せ
る
方
針
に
進
ん
で
居
る
こ
芭
に
於

て
居
る
の
で
あ
る
o

其
等
の
敷
皐
的
諸
科
皐
は
甚

r熱
誠
に
、
純
正
「
合
理
的
」
諸
科
率
ご
し

τ、
卸
も
本
質
的
諸

本
館
拳
ご

Lτ
費
建
吉
せ
ら
れ
、
或
は
新
た
に
建
設
さ
れ

τ居
る
が
、
併
L
並
(
の
事
は
近
世

ω始
め
に
於
て
は
、

論

車

7
ッ
サ

1
ル
の
現
象
観

県
ニ
十
一
袋

(
第
四
批

λ
=一
)

五
回
七

明烹原初て， . 
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議

ア
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1
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四
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凡
四
)

王
国
λ

叉
其
後
も
術
ほ
長
ら
〈
の
閥
、
立
(
等
の
科
的
午
夫
れ
自
身
の
潟
め
で
は
な
く
、
経
験
的
諸
科
凪
十
の
錦
め
に
行
は
れ
て

居
る
0

3
れ
ば
其
等
の
科
撃
は
叉
、
己
れ
ご
平
行
し
て
進
め
る
慨
嘆
す
可
き
合
理
的
物
理
皐
の
俊
蓮
に
於
て
、
認
一

ま
れ
た
る
県
民
を
粕
ん

rの
で
あ
る
。

以
上
漣
〈
来
れ
る
蕗
に
よ
h
て、

フ
ッ
サ

1
w
氏
は
同
氏
の
本
質
問
中
正
和
す
る
も
の
を
根
本
的
に
如
何
仁
考
へ

て
居
る
か
、
叉
之
れ
と
事
質
製
或
は
経
験
問
中
ご
の
閥
係
を
根
本
的
に
如
何
に
考
へ

τ居
る
か
を
、
大
館
上
理
解
す

る
-
】
ご
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
頁
に
本
質
事
の
構
造
に
閲
す
る
同
氏
の
設
を
逃
ぺ

τ、
一
層
深
〈
同
氏
の
本
質

凪
干
の
意
味
を
究
明
し
た
い

Z
恩
ふ
。

今
何
れ
か
の
本
質
問
学
に
立
も
入
り

τ考
へ
て
見
る
ご
、
例
へ
ば
自
然
の
本
欄
皐
仁
立
も
入

bτ
考
へ
て
見
る

ご
て
、
崎
市
陣
に
吾
人
は
諸
掛
象
正
し
て
本
質
を
考
察
す
る
の
で
な
〈
、
自
然
三
五
ふ
削
減
に
崩
す
る
本
質
の
諸
劉
象

を
考
察
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
併
L
此
の
場
合
に
者
人
は
、
「
謝
象
」
ご
は
利
々
な
る
、

さ
れ
H

と
相
川
加
的
な
る
諸
形

7

4

F
ル

例
へ
ば
「
物
」
「
性
質
」
「
間
係
」
「
資
質
」
「
集
合
」
「
順
序
」
等
凶
如
き
も
の
の
一
稀
批
で

態
(
の
Q
C
F
E
m
o
p
)
、

あ
る
こ

E
・
又
共
等
の
も
の
は
明
ら
か
に
相
互
に
並
立
せ
や
し
て
、
夫
れ
夫
れ
の
場
合
仁
於
て
云
は
ば
原
謝
象
性

宮内向。問
Eω
音
色
n
F
E
H
)

の
特
機
を
有
す
る
一
腕
の
針
象
を
指
示
L
、
共

ω品
到
品
部
に
謝
[
て
総
工
の
他
の
も
の

は
或
意
味
に
於

τ軍
な
る
媛
化
或
は
同
盟
形
ご
見
倣
さ
れ
る
こ
子
伊
】
蹴
察
す
る
の
で
あ
る
。
自
然
の
本
鱒
単
に
於
て

は
「
物
的
性
質
」
「
闘
係
」
英
他
の
も
の
に
謝
し
て
、
「
物
」
に
右
の
特
植
が
奥
へ
ら
れ
て
居
る
o
併
し
此
の
事
は
ま



き
し
〈
一
定
の
形
式
的
構
港

ω
一
部
分
に
し
て
、
そ
う
し
て
共
の
形
式
的
構
造
を
設
明
L
な
け
れ
ば
、
品
到
象
に
就

て
の
諭
設
も
亦
謝
象
領
域
に
就

τの
論
設
も
、
共
に
混
雑
紛
糾
を
脱
す
る
暢
}
ご
が
山
来
な
い
。
そ
れ
で
是
れ
よ
h

其
の
説
明
h

古
典
へ
ん
ご
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
吐
(
の
説
明
か
ら
し

τ叉
領
域
の
概
念
に
結
び
附
い
て
居
る
重
要
な
る

一
概
念
、
範
鳩
山
り
概
念
が
、
白
か
ら
生
ま
れ
る
で
あ
ら
'
フ
。
但
し
範
鴫
ご
は
一
方
に
於

τは
「
一
領
域

ω範
臨
時
」
芭

云
ム
結
合
語
に
於
て
、
英
の
刷
係
す
る
領
域
例
へ
ば
物
理
的
自
然
吉
一
五
ふ
領
域
を
指
示
し
、
併
し
他
方
に
於
て
は

夫
れ
夫
れ
の
一
定
内
質
料
的
傾
城
を
領
域
一
般

ω形
式
に
、
或
は
調
象
一
般
正
一
式
ふ
形
式
的
本
質
及
び
之
れ
に
風

す
る
「
形
式
的
範
時
」
に
、
闘
係
さ
せ
る
語
で
ゐ
る
。

先
づ
注
意
す
可
き
は
形
式
的
本
般
事
正
質
料
的
本
館
串
ご
の
鼠
別
及
び
閥
係
で
あ
る
。

一
方
に
於
て
は
質
料
的

諭

議

フ
ダ
サ

l
ル
白
現
説
血
午

第
二
十

J

巷

(
節
凹
親

λ
五
)

五
回
丸

領
域
が
存
立
す
る
o

そ
う

L
て
夫
れ
は
一
定
の
意
味
仁
於
て
は
厳
密
に
云
ム
慮
り
本
質
で
あ
る
。
併
し
他
方
に
於

て
は
ヤ

ρ
y
本
質
的
で
あ
る
が
、
し
が
も
前
者
ご
は
根
本
的
に
異
な
れ
る
も
の
が
存
立
す
る
o
夫
れ
は
一
の
純
粋

な
る
本
質
形
式
に
し
亡

一
の
本
質
で
は
ゐ
る
が
金
〈
「
容
廠
」
な
る
も
の
、
或
は
空
虚
な
る
形
式

ω仕
方
に
於
℃

一
切
の
可
能
的
本
質
に
迎
合
す
る
本
質
、
共
の
形
式
的
普
遍
性
に
於
て
総
て
の
一
質
料
的
普
遍
者
(
最
高
の
も
の
を

も
合
む
)
を
包
踊
L
、
北
(
の
形
式
的
英
理
に
よ

h
て
之
れ
じ
法
則
を
典
へ
る
本
質
で
あ
る
。
か
く
て
所
説
「
形
式

的
領
域
」
な
る
も
の
は
質
料
的
傾
域
£
同
列
九
し
あ
る
も
の
で
な
い
の
で
、
夫
れ
は
厳
密
に
云
は
い
領
域
で
は
な
(

し
て
、
領
域
一
般
の
空
虚
な
る
形
式
で
あ
る
。
夫
れ
は
一
切
の
領
域
を
己
れ

t
同
列
に
有
す
る
の
で
な
〈
、
己
れ
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O

の
下
に
有
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
形
式
的
な
る
も
の
に
質
料
的
な
る
も
の
が
従
属
す
る
右
の
闘
係
は
、
左
の

事
項
に
於
て
表
示
さ
れ
て
居
る
。
印
も
形
式
的
本
健
事
は
同
時
に
一
切
の
可
能
的
本
鱒
蹴
干
の
詩
形
式
を
一
般
的
に

包
戒
す
る
ご
云
ム
こ
正
、
夫
れ
は
質
料
的
諸
本
健
皐
に
謝
L
て
、
彼
等
の
総

τに
共
同
的
な
る
一
の
形
式
的
構
造

を
指
定
す
る
ピ
云
ム
こ
正
。
右
の
事
項
の
中
に
叉
、
領
域
正
範
鴫
正
の
匝
別
に
就
て
五
百
人
の
研
究
せ
ね
ば
な
ら
泊

も
の
が
合
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

今
形
式
的
本
健
事
か
ら
考
察

L
始
め
る
が
、
銑
に
逓
ぺ

L
如
〈
形
式
的
本
館
事
は
掛
象
一
般
の
本
質
事
で
あ

る
。
此
の
本
樺
血
干
の
精
神
に
於

τは
謝
象
は
綿

τ
い
あ
る
。
そ
う
し
て
謝
象
に
費
し
て
無
限
に
多
様
な
る
奥
理

(
知
識
の
多
数
の
拳
科
に
配
分
苫
れ
る
蕗
の
)
が
立
て
ら
れ
得
る
。
併
L
其
等
の
異
理
は
総
て
、
直
接
的
真
理
設
は

「
基
礎
異
理
」
{
純
正
論
理
事
的
諸
島
・
科
に
於
て
は
公
理
ご
し
て
作
用
す
る
も
の
)
の
小
数
の
基
本
に
還
元
苫
れ
る
も

の
で
あ
る
o

そ
う
し
て
其
等
の
一
公
理
に
於
て
現
は
れ
る
純
正
論
理
由
学
的
基
礎
瓶
念
を
・
余
輩
は
論
理
的
範
時
或
は

封
象
一
般
ピ
云
ふ
論
理
的
領
域
の
範
鴫
E
L
て
規
定
す
る
。
但
L
其
等
の
純
正
論
理
率
的
基
礎
瓶
念
に
よ
b
て、

調
象
一
般
の
論
理
的
本
質
が
公
理
の
会
館
系
に
於

τ規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

或
は
其
等
の
基
礎
概
念
は
ゐ
る
が

ま
、
の
嚇
到
品
訴
の
無
制
約
的
に
必
然
的
又
構
成
的
な
る
規
定
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
ヲ
ぞ
う
し
て
純
正
論
理
的
な

る
も
の
は
、
余
輩
が
絡
調
的
精
密
に
限
定
す
る
其
の
意
味
に
於
て
は
、
「
総
合
的
な
る
も
の
」
に
劃
す
る
「
分
析
的

な
る
も
の
」
の
哲
撃
的
に
唯
一
ゆ
重
要
な
る
(
確
か
に
根
本
的
に
重
要
な
る
)
概
念
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、



か
〈
て
論
理
的
範
鳴
の
例

Z
L
て
悲
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
「
性
質
」
「
質
質
」
「
閥
係
」
「
同
一
性
」
「
同
等
性
」
「
集
合
」

余
胡
置
は
其
等

ω範
鳴
を
分
析
的
範
噂
己
得
す
る
こ
Z
が
出
来
る
。

「
計
数
」
「
全
館
正
部
分
」
「
類
t
種
」
英
仰
の
如
、
吉
概
念
で
ゐ
る
。
併
し
意
義
範
幡

(
ヰ
古
田

a
E
Eロ
目
的
百
円
。
回
。
見

2
)

卸
も
命
題
或
は
文
章
、
文
章
諸
部
分
及
び
文
章
論
形
館
の
諸
械
の
、
文
章
の
本
質
に
属
す
る
基
礎
概
念
も
亦
論
理

的
範
鴫
に
属
す
る
。
そ
う
し
て
毛
れ
は
「
劃
象
一
般
」
及
び
「
意
義
一
般
」
を
相
互
に
結
び
付
け
る
監
の
、
殊
に
純
粋

意
義
異
理
が
純
粋
劃
象
真
理
に
時
化
さ
れ
る
徒
に
結
び
附
け
る
蕗
の
本
質
真
理
に
閥
L
て
一
五
は
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
さ
し
(
夫
れ
が
錫
め
に
、
文
章
的
論
理
事

「【出。釦唱。日
u
F
E
M民
ω
n
F
o
F
。岡山
r)

は
、
全
(
意
義
に
就

τ言
明
す
る

に
限
る
ご
す
る
も
、
向
は
包
括
的
意
味
に
於
て
は
ヤ
N
P
形
式
的
本
健
撃
に
風
す
る
の
で
あ
る
。
ち
は
れ
吾
人
は

論

議

ア
ッ
サ

l
ル
の
品
泉
町
申

第
二
十
一
巻

(
第
四
都

λ
七
)

宝E

E 
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意
義
範
臨
時
を
夫
れ
自
身
特
別
な
一
部
類
正
し
て
鼠
別

L
、
之
を
合
蓄
的
意
味
に
於
け
る
形
式
的
封
象
的
範
鴫
ご
し

τの
餓
仙
の
範
暗
に
劃
立
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

余
輩
は
此
彪
に
向
は
注
意
し
た
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
吾
人
は
一
方
に
於
て
は
範
崎
を
意
義
の
意
味
に
於
l

概
念
正
解
L
得
る
が
、
併
し
他
方
に
於
て
は
、
且
つ
一
暦
よ
り
よ
〈
、
其
等
の
意
義
に
於
て
表
現
す
る
形
式
的
本

質
其
物
正
解
L
得
る
ご
云
ふ
こ
Z
で
あ
る
。
例
へ
ば
「
ト
賞
質
」
「
多
」
「
同
一
位
」
其
他
の
範
時
は
、
結
局
は
つ
ま
り
貫

質
一
般
、
多
一
般
、
同
一
一
世
一
般
等
の
形
式
的
本
質
を
意
味
す
る
の
で
ゐ
る
。
併
し
右
仙
意
味
峻
昧
は
只
人
々
が

何
慮
に
於

τも
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
・
郎
も
「
意
義
」
ご
意
義
に
よ
り

τ表
現
L
得
る
も
の
、
真
に
意
義
正



韓

論

ア
ッ
サ

l
ル
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現
象
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二
十
一
巻

(
第
四
都
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五
E 

意
味
さ
れ
た
る
劉
象
Z
を
、
純
粋
に
匝
別
す
る
を
挙
ば
な
か
っ
た
以
上
仁
於
て
の
み
危
険
で
あ
る
。
そ
う

L
て
吾

人
は
術
詩
的
に
範
時
的
概
念
(
意
義

Z
L
τ
)
正
範
鴫
的
本
質
己
を
明
ら
か
に
隠
別
し
得
る
。

吾
人
は
更
に
劃
象
一
般
の
範
域
に
於
て
、

一
の
重
要
な
る
匝
別
を
立
て
る
こ
ご
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
意
義

の
形
式
論
内
に
於

τは
「
文
章
論
的
形
式
」

古
文
章
論
的
基
礎
健
或
は
「
材
料
」
(
印
ヨ

E
E目
F
E
明
耳
目
E

E品

旬百円陶』内日目

E
g
p
z
E
H
O
P
。
ι
q
m宮
町
市
白
)
ご
の
聞
の
、
純
文
法
的
恒
別
に
於
て
反
映
さ
れ
て
居
る
版
別
に
し

τ、

之
れ
に
よ

h
τ
文
章
論
的
範
鴫
百
基
礎
耀
範
鴫

(ω
ヨ
E
r
p
n『

g
M内科内問。止め
2
5仏印
c
g
E円r
E
O叫。
22)
ピ
に
於

け
る
形
式
的
本
館
事
的
範
臨
時
の
一
分
化
が
表
示
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
左
に
此
の
眠
別
に
就
て
少
し

f
述
べ
て

置
(
。

今
余
輩
は
文
章
論
的
調
象
ご
は
、
「
文
章
論
的
形
式
」
に
よ
h
て
他

ω封
象
か
ら
導
き
出
品
れ
た
る
も
の
で
あ
る

正
解
す
る
。
そ
う
し
て
其
等

ω形
式
に
封
勝
す
る
範
臨
時
を
」
文
章
論
的
範
崎
正
稀
す
る

ωτ
あ
る
o

か
、
る
範
鴫

に
麗
す
る
も
の
は
例
へ
ば
「
賞
質
」
「
閥
係
」
「
性
質
」
「
一
」
「
多
」
「
計
数
」
「
順
序
」
「
序
数
」
共
他

ω範
昨
で
あ
る
。

要
す
る
に
各
封
象
は
説
明
し
得
ら
れ
、
他

ω
封
象
に
結
び
附
け
得
ら
れ
る
以
上
、

つ
ま
h
論
理
附
仁
規
定
L
得
ら

れ
る
以
上
、
稲
々
な
る
文
章
論
的
形
式
を
ご

b
、
是
う

L
て
規
定
す
主
思
惟
の
相
閲
者
己
[
τ
段
々
に
よ
b
高
き

階
段
の
諸
制
到
象
(
諸
性
質
及
び
性
質
附
げ
ら
れ
た
る
諸
謝
象
、
幾
多
封
象
聞
の
閥
係
、

一
の
多
、
順
序
の
諸
項
、

序
数
規
定
の
蓮
載
者
ご
し
て
の
封
象
其
他
)
が
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
思
惟
が
断
定
的
で
あ
る
な

ιば
、
文
章



の
、
文
章
u
A
び
之
れ
に
風
す
る
文
章
的
意
義
構
成
物
が
、

順
々
に
生
長
す
る
c

夏
に
其
等
内
「
範
略
的
調
象
」
は
掛
.

論
的
諮
封
象

v-共
の
一
切
の
組
織
及
び
形
式
仁
準
じ
て
充
分
夫
れ
に
封
勝
す
る
意
義
構
成
t
於
て
反
映
す
る
虞

象
一
般
の
如
〈
範
略
的
構
成
物

ω基
礎
館
正
し
て
作
用
し

又
共
等
の
範
略
的
構
成
物
は
夫
仰
い
以
上

ω
範
同
情
的
構

成
物
の
基
礎
鐙
ご
し
て
作
用

L
得
品
。
併
し
叉
之
れ
正
反
封
に
、

か
、
る
構
成
物

ω各
々
は
明
ら
か
に
最
後
の
基

礎
髄

第
一
及
び
段
低
階
段
の
謝
象
・

か
〈
て
最
早
文
章
論
的
範
鴫
的
構
成
物
で
は
な
い
庭
の
謝
象
、

思
惟
作
用

の
車
な
る
相
関
者
た
る
業
等
山
本
髄
率
的
形
式
を
最
早
夫
れ
自
身
の
中
仁
会
〈
合
ま
な
い
山
胞
の
針
象
を
指
示
す

町る
o

か
〈
て
封
象
一
般
三
一
五
ふ
形
式
的
領
域
は
、
最
後
の
基
礎
値
古
文
章
論
的
謝
象
正
に
分
た
れ
る
。
余
輩
は
後

者
4V-
謝
一
肱
ず
る
基
礎
髄

ω文
章
論
的
以
生
物
(
議
事
出
き
札
た
る
も
の
)
£
稀
す
る
。
そ
う
し
て
下
に
遁
よ
る
如

一
切
の
「
綱
鱒
的
な
る
も
の
」
も
亦
右
の
基
礎
憶
に
属
す
る
の
で
、
害
人
が
側
捜
的
性
質
Z
か
仰
健
的
関
係
さ

hrx
ム
時
に
は
、
此
等

ω汲
生
野
象
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
夫
れ
が
中
導
き
出
さ
れ
た
る
基
礎
梯

ω斜
め
に
、
然
ur
稀

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

吾
人
は
術
は
兎
に
本
一
質

ω
会
範
囲
に
亘
る
範
鴎
的
風
別
の
新
し
き
一
部
類
を
立
E
る
必
要
を
認
め
る
。
夫
れ
各

本
質
は
賞
質
的
な
る
本
質
で
ゐ
る
か
、
叉
は
空
虚
な
る
(
か
〈
て
純
粋
論
現
的
な
る
)
本
質
で
あ
る
か
を
問
は
す
、

本
質

ω
一
の
階
段
的
系
列
中
に
、
郎
も
一
般
性
ピ
特
殊
性
ご
の
一
の
階
段
的
系
列
中
に
、
排
置
き
札
る
も
の
で
あ

る
。
そ
，
ヲ
し

τ北
(
の
系
列
に
は
二
つ
の
決
し
て
合
致
し
な
い
極
限
が
必
然
的
仁
存
在
す
る
。
吾
人
は
下
降
的
に
は

論

議

ア
ー
サ

l
ル
由
哩
象
串

第
二
十
一
審

(
革
凹
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五
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四

最
低
の
特
殊
的
差
異
或
は
本
質
的
特
異
(
込
町
旦

&
2見
。
ロ
名
豆
町
凶
各
自

口
町
民
r
円。ロ
N
R
H

。L
2
1
a
o
止
血
丘
町
n
E
虫
-M

印

E
同

Z
E江
民
円
。
ロ
)
に
謝
迷

L
、
上
卦
的
に
は
幾
多
の
柿
本
質
及
び
類
本
質
を
通
じ
て
、

高
類
は
、
夫
れ
自
身
の
上
に
最
早
何
等
の
類
を
も
有

L
な
い
本
質
で
あ
る
。

自
身
の
下
に
は
最
早
夫
れ
が
柿
又
は
類
己
認
め
ら
れ
る
何
等
の
特
殊
化
を
も
有
し
な
い
本
質
で
あ
る
。
同
様
に
最

本
質
的
特
異
は
よ
h
一
般
的
な
る
本
質
を
、
共
の
類
ぜ
し
て
夫
れ
自
身
の
上
に
必
然
的
に
布
す
る
が
、
併
L
夫
れ

一
の
最
高
類
に
到
達
す
る
。

章
形
館
、
各
文
章
部
分
は
本
質
的
特
具
、
そ
う

L
て
文
章
一
般
は
媒
介
類
で
ゐ
る
。
同
様
に
計
数
一
般
は
一
の
最

右
の
意
味
に
て
、
意
義
的
純
粋
論
理
的
範
域
に
於
て
は
「
意
義
一
般
」
は
最
高
類
に
仁
て
、
規
定
さ
れ
た
る
各
文

高
類
に

L
て、

二
、
三
共
の
他
の
敷
は
最
低
差
異
或
は
本
質
的
特
異
で
あ
る
o

叉
賞
質
的
範
城
に
ゐ
り
て
は
例
へ

-
ば
物
一
般
、
戚
魔
的
形
質
一
般
、
空
間
形
健
一
般
、
蝿
駿
一
般
等
は
最
高
類
に
し
て
、
規
定
き
れ
た
る
物
、
戚
筆

的
形
質
、
空
間
形
醐
眠
、

あ
る
が
ま
、
の
惜
験
等
に
脱
す
る
本
質
成
分
は
、
本
質
的
叉
質
質
的
特
異
で
あ
る
。

右
の
類
古
都
ピ
に
よ
h
て
表
一
市
き
れ
る
本
質
関
係
に
於
て
は

特
殊
的
な
る
本
質
巾
に
よ
ち
一
般
的
な
る
も
の

が
直
接
又
は
間
接
に
包
有
苫
れ
て
居
る

に
於

τ)
。

(
本
質
的
直
筆
に
於
て
其
の
特
性
に
従
ふ
て
把
捉
苫
る
可
き
一
定
り
意
味

き
れ
ば
夫
れ
が
治
的
に
多
〈
の
研
究
者
は
・

本
質
的
類
ご
沌
ご
の
陶
係
全
「
全
穂
」
ご
「
部
分
」
ご

閥

係
の
下
に
行
な
は
れ
る
本
質
的
特
殊
化
ご
認
め
る
o

「
包
有
き
れ
る
も
の
」
ご
の
最
底
概
念
に
解
せ

ι一
れ
る
の
で
、

此
の
場
合
に
は
「
会
館
」
と
「
部
分
」
は
「
包
有
す
る
も
り
」
ご

手
う
し
て
本
質
的
椅
関
係
は
其

ω
一
特
殊
で
あ
る
。



か
〈
て
本
質
的
特
異
は
夫
れ
自
身
の
上
に
存
立
す
る
一
般
的
な
る
も
の
、
組
踏
を
包
合
L
、
ヲ
ぞ
う
し
て
共
等
の
一

般
的
な
る
も
の
は
叉
階
段
的
に
「
相
互
の
中
に
存
在
」
す
る
、
卸
も
よ
り
高
き
一
般
的
な
る
も
の
は
、

よ
h
低
き
一

般
的
な
る
も
の
、
中
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

右
i

遮
ぺ
t
u
蕗
に
よ
'
り
て
考
ム
れ
ば
二
般
化
ご
特
殊
化
ご
の
閥
係
(
色
。
〈
q
Z一
昨
島
田

L
q
P
5
2
z
t
o
Eロ問

g
H
丘

m-u岳山町一目
ω
印
門
戸

H
2
問
)

は
、
賞
質
的
な
る
も
の
を
純
粋
論
理
的
に
形
式
的
な
る
も
の
に
普
遍
化
す
る
こ
Z

(
品目。

f
t
f
o
E
E
E口
問
〈

S
R
F
E
S
Z
宮
司
E
z
-
-
5
2
E
m
)、
或
は
夫
れ
正
反
謝
に
一
の
論
理
的
に

形
式
的
な
る
も
ωP4f
質
質
化
す
る
こ
ピ

(品目。〈
m
2
H
E
r
-
Eロ
向
。
5
2
-
o
q
R
F
司
耳
目
色
町
ロ
)

の
閥
係
正
は
、
本

質
的
に
異
な
れ
る
も
の
じ
し
て
、
吾
人
は
同
者
を
殿
械
に
国
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
一
般
化
は
形
式
化

(ι-o
司
日
目
白
一
』
号
日
ロ
向
例
へ
ば
政
事
的
解
析
に
於
て
重
大
な
る
役

H
を
演
す
る
が
如
き
)

ご
は
全
然
異
な
れ
る
或

物
に
し

τ、
又
特
殊
化
は
非
形
式
化
会
円
。
何
回
同
事
「
自
己
庄
日
ロ
ロ
向
)
或
は
論
理
的
数
率
的
空
虚
形
式
郎
も
形
式
的
異

理
の
充
賞

(ι
町
内
〉
自
岳
=
ロ
ロ
同
)
Z
は
全
〈
異
な
っ
て
居
る
。

か
〈
て
一
の
本
質
が
一
の
純
粋
論
理
的
本
質
の
形
式
的
普
一
過
性
の
下
に
立
つ
こ
昔
、
、

一
の
本
質
が
其
の
よ
h
J

高
き
本
質
類

ω下
に
立
つ
こ
ど
は
、
決
し

τ混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
例
へ
ば
一
方
に
於
て
は
三
角
吉
一
式
ふ
本

質
は
容
問
形
健
ご
云
ふ
最
高
類

ω下
に
、
又
亦
ご
一
耳
ふ
本
質
は
戚
質
的
形
質
三
五
ふ
最
高
制
剛
山
り
下
に
抵
か
れ
る
o

併
し
他
方
に
於
て
は
赤
、
三
角
及
び
総
て
の
異
質
的
本
質
も
同
質
的
本
質
さ
同
様
に
、
「
本
質
」
ご
云
ム
範
臨
時
的
都

論

議

フ
フ
サ

1
ル
自
明
象
椙

第
二
十
一
審

へ
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四
挽

九

) 

亙
五
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町
五
六

競
合
。
「
「
臣
認
。

E-o
出
包
)

の
下
に
置
か
れ
る
が
、
英
の
範
時
的
稀
腕
た
る
「
本
質
」
は
、
共
等
の
本
質
の
総
て

に
謝
し
て
決
し
て
一
の
本
質
殺
の
性
質
を
有
し
な
い
、
恐
〈
は
其
等
の
本
質

ω何
れ
の
も
の
に
閲
し
て
も
右
の
性

質
を
有
す
る
ニ
ご
は
ゐ
る
ま
い
。
色
れ
ば
右
の
「
本
質
」
を
寅
質
的
本
質
の
類
ピ
見
る
は
正
常
で
な
い
り
で
、

そ
tつL

は
謝
象
一
般
(
答
申
刷
な
る
成
物
)
を
各
柿
の
謝
象
の
鋲
正
視
解
す
る
こ
ご
、
市
民
に
之
を
唯
一
の
最
高
類
、

一
切
の
類

の
類
ご
誤
解
す
る
一
回
正
、
ま
さ
し
(
同
様
で
ゐ
る
。
吾
人
は
寧
ろ
一
切
の
形
式
的
本
惜
皐
的
範
耐
怖
を
、
「
形
式
的

本
館
率
的
範
鴫
一
般
」
ピ
云
ふ
本
質
に
於
て
其
の
最
高
額
を
有
す
る
、
本
質
的
特
異
正
じ
て
表
示
せ
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
。

右
に
遁
一
-
L
t
同
様
に
、
各
一
定
の
推
論
、
例
へ
ば
物
理
曲
学
上
の
一
推
論
は
、

一
の
一
定
ゆ
純
粋
論
理
的
推
論

形
式

ω仰
別
化
で
あ
る
ニ
ピ
、
各
一
定
の
物
理
事
的
命
題
は
一
の
命
題
形
式
及
び
共
の
他
の
形
式
の
例
別
化
で
あ

る
司
}
ご
は
明
ら
か
で
ゐ
る
o

併
し
其
等
の
純
紳
形
式
は
質
質
的
命
題
或
は
推
論
に
謝
し
て
類
で
あ
る
の
で
な
〈
、

只
命
題
三
五
ひ
推
論
ピ
一
五
ム
純
粋
論
理
的
組
(
総
て
岡
燥
な
る
類
の
如
(
、
「
意
義
一
般
」
ぜ
云
ふ
共
の
卒
直
仁
最

ら
「
ユ

1
タ

P
ッ
ト
的
多
様
性
」
へ
の
移
行
は
、
決
し
て
一
般
化
で
は
な
〈
し
て
、

一
の
形
式
的
「
普
遍
化
」
で
あ

高
な
る
類
を
有
す
る
も
の
)
の
最
低
差
異
に
過
ぎ
な
レ
。
か
く
て
論
理
的
安
慮
形
式
の
充
質
(
砦
逼
的
知
識
に
於
て

は
空
虚
形
式
以
外
の
も
の
は
存
し
な
い
)
は
、
最
後
の
分
化
に
至
る
ま
で
の
真
正
な
る
特
妹
化
に
輔
自
立
す
る
蕗
の
、

全
然
異
な
れ
る
「
手
術
」
或
は
運
用
で
ゐ
る
o

此
の
事
は
何
虞
に
於

τも
認
め
ら
る
可
き
で
あ
る
o

例
へ
ば
杢
聞
か



右
的
根
本
的
匝
別
の
謹
僚
を
立

τる
に
は
、
吾
人
は
締

τか
、
る
場
合
に
於
け
る
如
〈
、
本
質
直
覚
に
遡
色
ね

る。ば
な
ら
泊
。
ぞ
う
[
τ
本
質
直
覧
は
直
も
に
左
の
事
を
吾
人
に
教
へ
る
の
で
ゐ
る
。
卸
ち
論
理
的
形
式
本
質
(
例

へ
ば
範
鴎
)
は
か
の
一
般
的
亦
が
細
々
な
る
赤
の
濃
淡
の
中
に
、
或
は
「
色
」
が
亦
や
育
や
の
中
仁
存
す
る
如
〈
に
、

寅
質
的
個
別
化
の
中
に
存
す
る
の
で
な
い
こ
正
、
及
び
一
般
に
論
理
的
形
式
本
質
は
、
普
通
に
狭
3
意
味
に
解
き

れ
る
部
分
閥
係
に
就
て
云
は
れ
る
世
胞
の
、
「
包
有
呂
れ

τ居
る
」
正
一
五
ふ
意
味
に
て
、
質
質
的
伽
別
化
的
中
に
布
す

る
も
の
で
な
い
句
こ
正
。
そ
う
し
て
以
上
越
べ

L
こ
ご
が
よ
〈
理
解
さ
る
れ
ば
、
一
の
佃
健
的
な
る
も
の
が
二
の
本

質
の
下
に
雄
容
さ
れ
る
こ
ご
(
印

z
Z
5
4昨

日

O
D
)
E
、

一
の
本
質
が
某
の
よ
ふ
り
高
き
稗
或
は
一
の
類
に
従
属
す
る
こ

正
(
印
ロ

g
E
Z
E
S
)
ご
は
・
決
し
て
相
混
同
苫
れ
て
は
な
ら
泊
こ
ご
を
明
ら
か
に
す
る
局
め
に
、
別
に
詳
し
き
論

緋
を
要
し
な
い
ご
思
ふ
。
術
ほ
範
囲

(
ι
q
d
B
E問
)
芭
云
ふ
こ
ど
に
就
て
少
し
f
説
明
し
て
泣
き
た
い
が
、
先

づ
最
低
差
異
で
な
い
各
本
質
は
一
の
本
質
的
範
岡
、
帥
も
特
殊
的
な
る
も
の
叉
最
後
に
は
本
質
的
特
異
の
一
範
囲

そ
有
す
る
。
他
方
に
於
℃
は
各
形
式
的
本
質
は
北
(
の
形
式
的
或
は
「
敷
率
的
」
範
閣
を
有
『
る
。
真
に
各
本
質
は
一

般
に
長
の
伺
健
的
個
別
化
の
範
囲
、
郎
ち
夫
れ
が
結
び
附
け
得
ら
れ
る
数
多
の
可
能
的
「
此
の
此
蕗
仁
あ
る
も
の
」

の
一
の
翻
念
的
総
慌
を
有
す
る
。
そ
う
し
て
経
験
的
範
国
三
五
ふ
は
よ
b
以
上
を
意
味
す
る
。
卸
も
一

ω存
在
範

域
吉
田
町

E
H
E白
町
広
日
)
に
限
定
す
る
こ
古
(
夫
れ
己
結
び
附
〈
慮
の
、
純
綜
普
遍
性
を
除
去
す
る
一
の
存
在
設

諭

議

ア
ジ
サ

1
ル
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象
事
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第
二
十
一
曹
・
(
第
四
棋

二九
I'B 

五
五
λ

論

能

ア
ブ
サ

l

ル
の
現
象
皐

定
氏
ロ
ぬ
り
日
告
白
耳
目
ロ
問
)
に
よ
り
て
)
を
意
味
す
る
。
但
L
右
に
逃
ぺ
し
総
て
は
、
一
玄
ふ
ま
で
も
な
〈
本
質
か

ι

意
義
正

Lτ
の
「
概
念
」
に
移
さ
れ
る
の
で
め
る
。

余
輩
は
倫
ほ
一
真
に
「
充
質
せ
る
」
、
「
質
質
的
な
る
」
基
礎
飽
及
び
夫
れ
に
謝
廊
す
る
「
充
質
せ
る
」
・
「
質
質
的
な

る
」
文
章
論
的
封
象
正
、
空
胤
基
礎
鱒
及
び
夫
れ
炉
ら
作
ら
れ
る
文
章
論
的
封
象
、
空
虚
な
る
或
物
の
麗
化
或
は

剖
田
形
ご
の
函
別
を
重
要
脱
す
る
。
但

L
空
虚
基
礎
穂
正
云
ふ
は
決
し
て
、
本
来
何
等

ω内
容
を
も
有
し
な
い
金
〈

容
な
る
も

ω
£
云
ム
意
味
で
な
い
。
夫
れ
は
普
遍
的
知
識
ご
し
て
の
純
正
論
理
事
の
所
有
物
に
属
す
る
賞
質
闘

係
、
及
び
夫
れ
か
ら
建
設
さ
れ
る
一
切
の
範
鴎
的
劃
象
の
縛
鱒
ご
し
て
規
定
さ
れ
る

ωで
あ
る
。
か
〈

τ何
れ
か

の
推
論
式
的
或
は
算
術
的
公
理
或
は
定
理
の
言
表
す
る
各
賞
質
関
係
、
各
推
論
形
式
、
各
計
算
数
、
各
敷
構
成
物
、

純
粋
解
析
の
各
画
数
、
夫
れ
に
於

τ定
義
さ
れ
る
ユ

1
ク

9
ッ
ド
的
或
は
非
ユ

1
ク

9
ッ
ド
的
多
様
は
、
安
雌
基

礎
醐
阻
に
局
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
質
質
的
調
象
の
部
類
に
就
て
考
へ
る
吉
、
吾
人
は
一
切
の
文
章
識
的
構
成

物
の
中
核
ご
し
て
最
後
の
質
質
的
基
礎
髄
に
到
達
す
る
。
基
礎
髄
範
暗
は
此
の
中
核
に
属
す
る
も
の
に
し
て
、

つ
の
離
接
的
主
稀
就
の
下
に
分
類
さ
れ
る
o

其
の
一
は
「
賞
質
的
最
後
本
質
」
に
し

τ、
其
の
二
は
「
此
の
此
蕗
に

あ
る
も
の
」
或
は
純
粋
な
る
、
文
章
論
的
に
無
形
式
的
な
る
、
綱
鶴
的
な
る
個
別
で
あ
る
。
そ
う
し

τ岡
者
の
閑

に
存
す
る
本
質
的
結
合
は
左
の
如
〈
に
一
五
ひ
表
は
苫
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
正
思
ふ
。
卸
も
「
此
の
此
蕗
仁
あ
る
も
の
」
は

総
て
、
上
に
越
ぺ

L
意
味
で
の
一
の
無
形
式
的
基
礎
健
本
質
の
性
質
を
有
す
る
蕗
の
、
共
の
質
質
的
本
質
成
分
を

イ

一



有
す
る
も
の
で
ゐ
る
。

余
輩
は
術
は
夏
に
一
の
基
礎
的
匝
別
甘
立
工
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
夫
れ
は
湖
立
的
掛
象
正
非
猫
立
的
調
象
(
的
。
-r』

切片山口且一宮

z
E
E
H
R
F
ω
昨
仙
白
色
向
。
。
内
問
自
切
昨
伸
一
M
L
O
)

ご
の
函
別
で
あ
る
。
例
へ
ば
範
臨
時
的
形
式
は
、
夫
れ
が
形
式
で
あ

る
n

践
の
-
の
基
礎
健
を
必
然
的
に
指
示
す
る
以
上
、
非
嫡
立
的
で
あ
る
o
基
礎
健
ご
形
式
ご
は
相
互
に
他
に
依
存

す
る
も
の
に

lr
て、

一
世
離
れ
て
は
他
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
。

hr
〈

τ此
の
最
蔚
義
に
於
て
は
、
純
粋
論
理
的
形

式
例
へ
ば
謝
象
正
一
五
ふ
範
時
的
形
式
は
総
て
の
謝
象
質
料
に
闘
し
て
、
叉
本
質
正
一
E
ふ
輔
副
象
は
組

τの
規
定
さ
れ

セ
る
本
質
に
闘
し
て
非
猫
立
的
で
ゐ
る
。
余
輩
は
其
等
の
非
猫
立
的
な
る
も
の
か
ら
目
を
樽
じ
、
非
獅
立
性
或
は

調
立
性
の
合
蓄
的
な
る
概
念
を
、
股
密
に
一
五
ふ
「
内
答
的
」
結
合
、
即
ち
「
包
有
さ
れ
る
こ
E
」
「
一
致
す
る
こ

Z
」、

及
び
よ

b
厳
密
な
る
意
味
で
の
「
結
合
さ
れ
る
こ
ご
」
の
閥
係
に
、
結
び
附
け
て
考
へ

τ見
よ

F

ヲ。

此
蕗
に
余
濯
が
特
に
興
味
を
戚
十
る
は
、
最
後
の
基
礎
倍
、

一
屠
殿
密

ι解
す
れ
ば
賞
質
的
基
儲
健
本
質
に
於

け
る
賞
肢
で
ゐ
る
。
今
共
等
の
基
礎
睡
に
射
し
て
二
つ
の
可
能
性
が
成
立
す
る
。

一
は
か
、
る
一
本
質
は
他
の
本

る
。
前
者
の
場
合
に
於
て
は
、

一
の
本
質
の
統
一
位
を
確
立
す
る
ご
一
五
ふ
こ
正
に
し
て
、
他
は
そ
う
し
な
い

E
云
ふ
こ
己
で
あ

一
方
的
或
は
相
方
的
非
嫡
立
の
聞
係
が
生
じ
、
そ
う
し

τ統
一
吉
れ
た
る
本
質
に

質
正
相
合

L
τ
・

風
す
る
本
質
的
佃
別
及
び
仰
値
的
個
別
に
闘
し

τ、
明
確
的
に
必
然
的
な
る
左
の
締
結
が
生
す
る
。
卸
ち
一
本
質

の
諸
個
別
は
、
他
の
本
質
E
少
な
〈
も
類
共
同
性
含
有
す
る
本
質
に
よ
h
て
規
定
き
れ
る
に
非
ら
十
ば
、
存
在
し

前

難

ア
ァ
ザ

i
ル
の
現
藤
島

a

第
二
十
一
巻

(
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四
挽

九
五
)

王
五
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論

設

ア
ッ
サ

1
ル
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五
六

O

得
な
い
ご
云
ふ
よ
ご
で
み
る
。
例
へ
ば
戚
質
的
形
質
は
、
出
周
が
り
の
或
差
異
佐
必
然
的
に
指
示
し
、

そ
う
し
1
又

康
が
h

E
は
必
然
的
に
、
夫
れ
ご
一
致
し
、
夫
れ
を
被
援
す
る
或
形
質

ω康
が
h
で
ゐ
る
。
強
度
の
範
鴎
の

t官

上
L

要
素
は
只
一
形
質
に
内
在
的
で
ゐ
る
己
し

τの
み
可
能
で
ゐ
h
、
そ
う

L
て
か
、
る
類
の
一
内
容
は
何
等
か

の
増
上
度
合
な
(
ば
考
へ
得
ら
れ
な
い
。

一
定
の
類
被
規
定
性
の
瞬
時
棚
ご
し
て
の
一
の
胤
現
は
、
「
あ
る
が
ま
、

仁
一
の
顕
現
す
る
も
の
」
の
旧
制
現
ご
し
て
い
V

な
(
ば
、
不
可
能
で
あ
る
。

右
に
述
べ

L
掛
か
ら

L
て
今
綱
館
、
民
象
健
及
び
抽
象
鰭

(
同
ロ

ι』
ぐ
一
目

Z
E
E
-
問
。
長
円
E
2
H】

Z
E
〉
『
寄
与
E
E
)

等
の
形
式
的
範
鴫
的
概
念
の
重
要
な
る
規
定
が
生
宇
品
。
要
す
る
に
抽
象
健
ご
は
非
獅
立
的
本
質
を
意
味
し
、
具

象
髄
ピ
は
絶
謝
的
仁
獅
立
な
る
本
質
、
そ
う
し
て
何
般
ご
は
其
の
寅
質
的
本
質
が
具
象
憾
で
の
る
彪
の

「此

ω此

彪
に
あ
る
も
の
」
を
意
味
す
る
の
千
あ
る
。
前
ほ
一
般
化
り
作
用
或
は
操
作
を
、
今
や
憐
扶
さ
れ
た
る
論
理
的
援

化
或
は
波
形
の
概
念
の
下
仁
把
捉
す
る
ご
、
吾
人
は
佃
健
£
は
純
正
論
理
準
的
に
要
求
さ
れ
る
原
封
象
、

切
の

論
理
的
畿
形
が
指
示
す
る
蕗
の
、
論
理
的
に
絡
調
的
な
る
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ

e

】
正
が
出
来
品

ωで
ゐ
る
。

具
象
睦
は
明
ら
か
に
一
の
本
質
的
特
異
宣
言
。
丘
内
野

n
Z
盟
諸
己
包
民
同
)
で
ゐ
る
。
但

L
純
及
び
類
は
普
通
に

は
最
低
差
異
を
排
除
す
る
意
味
に
解
3
れ

τ居
る
の
で
、
原
則
的
に
は
非
濁
立
的
で
あ
る
。
そ
れ
で
本
質
的
特
異

一
の
具
象
髄
の
中
に
遺
言
的
に
包
有
さ
れ
る
本
質
的
諮
特
異
は
、
形
式
的
本
縄
問
学
的
法
則
(
同
一
の
類
の
一
一
つ
の

は
抽
象
的
な
る
も
の
正
具
象
的
な
る
も
の
ご
に
分
れ
る
。



本
質
的
特
異
は
、

一
の
本
質
の
統
一
に
於
て
結
合
さ
れ
得
な
い
1

、
或
は
一
の
類
の
最
低
諸
差
異
は
相
和
合
し
な
い
)

か
ら
考
ふ
れ
ば
、
必
然
的
に
「
異
質
的
」
で
あ
る
。
か
〈

τ
一
の
共
象
憧
に
入
h
込
U
各
特
異
は
、
差
異
ご
し
て
考

へ
ら
れ
る
ご
、
積
及
び
類
の
別
々
な
鰭
系
、
随
ふ
て
別
々
な
最
高
類
に
導
か
れ
る
。
例
へ
ば
一
の
現
象
物
の
紘
一

に
於

τ、
規
定
さ
れ
た
る
形
健
は
ム
昼
間
的
形
健
}
般

ω最
高
額
に
導
か
れ
、
規
定
さ
れ
た
る
色
は
副
脚
質
的
形
質
一

般
の
最
高
類
に
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。
き
れ
Y
」
具
象
館
に
於
け
る
最
低
差
異
は
叉
離
接
的
或
は
遡
言
的
で
は
な
(

L
て
包
括
で
あ
b
得
る
。
例
へ
ば
物
理
的
性
質
は
昼
間
的
規
定
を
前
定

L
、
之
を
夫
れ
自
身
の
中
に
包
合
す
る
o

か
〈
て
最
高
類
も
亦
離
接
的
で
な
い
。

制
比
類
は
特
有
な
基
本
的
な
仕
方
に
て
、
共
の
下
に
具
象
館
を
有
す
る
も
の
己
、
抽
象
蝉
を
有
す
る
も
の
ご
に

別
た
れ
る
o

か
〈
て
吾
人
は
具
象
的
類
ご
抽
象
的
類
ご
を
恒
別
L
得
る
o
具
象
的
類
Z
は
例
へ
ば
現
寅
的
な
る

物
、
踊
質
的
怨
像
(
戚
質
的
に
充
寅
吉
れ
て
現
は
れ
る
踊
質
的
形
態
)
、
健
験
な
Y
」
の
如
き
も
の
に
し
て
、
抽
象
的

幅
削
ご
は
例
へ
ば
~
空
間
形
館
.
鵡
血
覧
的
形
質
な
ぞ
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

今
上
に
越
ぺ
し
側
飽
H
A
ぴ
具
象
健
の
概
念
仁
よ
h
て
叉
、
領
域
の
接
関
論
的
基
本
概
念
が
厳
密
じ
「
分
析
的
L

に

決
定
さ
れ
る
o

要
す
る
に
領
域
ど
は
一
の
具
象
慢
に
風
す
る
最
高
の
類
統
一
会
鵠
、
か
〈
て
具
象
髄
内
の
最
低
諸

差
異
仁
一
周
す
る
諸
般
の
最
高
類
の
本
質
統
一
的
結
合
に
外
な
ら
ぬ
。
そ
う
し
て
領
域
の
本
質
的
範
囲
は
其
等
の
類

の
諸
差
同
時
の
具
象
的
に
統
一
化
さ
れ
た
る
複
合
の
概
念
的
会
館
を
包
有
し
、
其
の
側
髄
的
範
域
は
か
、
る
具
象
的

論

叢

ア
ッ
サ
?
ル
白
現
象
画
申

第
二
十
一
審

(
第
四
鵠

九
七
}

王
占，、



歯

叢

7
ッ
サ

t
ル
の
現
象
皐

第
二
十
一
巻

{
第
凶
腕

丸
λ
)

五
大

本
質

ω可
能
的
側
健
の
翻
念
的
金
慢
を
包
有
す
る
の
で
あ
る
。

各
領
域
的
本
質
U
「
総
合
的
」
な
る
本
質
異
理
、
却
も
此
の
類
本
質

t
L
て
の
領
域
的
本
質
に
基
づ
〈
が
、
併
し

形
式
的
本
館
事
的
奥
理
の
躍
な
る
特
体
化
で
は
な
い
慮

ω本
質
真
理
を
規
定
す
る
。
旧
日

f
て
誌
等

ω組
合
的
真
理

に
於
て
は
品
削
減
的
概
念
及
び
共

ω領
域
的
磁
純
(
色
。
再
開
門
o
z
-
E
〉

Z
E
2
m
g
)
は
自
由
に
畿
換
さ
れ
る
こ
ぜ
が

出
来
宇
、
夫
れ
夫
れ
規
定
吉
れ
た
る
言
葉
を
、
不
規
定
的
な
言
葉
に
よ
・
9
て
取
b
代
へ
る
こ
ビ
は
、

一
切
の
「
分

析
的
」
必
然
に
於

τ見
ら
れ
る
如
〈
に
、
何
等
の
形
式
的
論
理
的
法
則
合
も
生
じ
な
い
。
ぞ
う

Lτ
傾
域
的
本
質

に
基
づ
(
総
合
的
英
理
の
組
鶴
は
、
領
域
的
本
髄
挙
の
内
容
を
形
諮
る
の
で
、
北
(
等
の
具
現
中
の
基
本
異
理
、
即

も
領
域
的
会
理
の
総
髄
は
領
域
的
範
臨
時
の
総
飽
を
限
定
す
る
の
で
あ
る
。
此
等
の
概
念
は
概
念
一
般
の
如
〈
車
に

純
正
論
理
的
範
聡
的
特
妹
化
を
表
現
す
る
に
り
で
な
〈
、
貨
に
領
域
的
日
常
理
の
カ
に
よ
h
て
、
制
域
的
本
一
筑
に
特

有
の
も

ωを
表
現
す
る
ご
云
ふ
こ
ど
、
或
は
領
域
の
側
櫨
的
調
象
に
「
先
天
的
」
及
ぴ
「
総
合
的
」
に
趨
合
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
も
の
を
、
本
質
的
普
遍
性
に
於

τ表
現
す
る
正
云
ふ
こ
正
に
よ
り
て
、
特
質
附
け
ら
れ
る
の
で
め
る
。
か
、

る
純
正
論
理
的
で
な
い
γ

概
岱
の
拠
へ
ら
れ
た
る
仰
健
に
於
り
る
趨
用
は
、

一
の
明
磁
的
及
び
無
制
約
的
に
必
然
的

な
る
も
の
に
L
て
、
真
に
領
域
的
(
総
合
的
)
会
理
に
よ
b
て
規
制
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

か
(
て
カ
y

ト
の
理
性
批
判
(
碁
本
的
見
解
に
於
て
は
重
大
な
る
差
異
一
存
す
る
が
、
併
し
某
等

ω差
異
は
一
の

内
部
的
親
縁
を
排
斥
し
な
い
)

芯
刺
和
を
保
た
ん
ご
す
る
な
ら
ば
、
再
人
は
先
天
的
総
合
知
識
芭
は
、

つ
ま
り
領



部
判
明
を
有
す
る
で
あ
ら
う
。
「
組
合
的
基
本
概
念
」
或

U
範
時
は
領
域
的
基
本
概
念
で
あ
る
で
あ
う
、

そ
う
し

τ吾

域
的
公
理
で
あ
る
正
解
す
可
き
で
あ
ら
う
o

吾
人
は
叉
領
域
の
部
類
の
あ
る
ぢ
け
、
か
、
る
知
識

ω不
可
還
元
的

人
は
傾
械
が
函
別
苫
る
可
き
に
け
、
相
異
な
れ
る
範
時
部
類
を
有
す
る
で
ゐ
ら
う
。

此
世
胞
に
外
面
的
に
は
形
式
的
本
耀
皐
は
領
域
的
「
般
市
相
に
「
質
料
的
」
、
「
組
合
的
」
な
る
)
諸
本
健
皐
吉
岡
列
に
入

る
。
「
針
象
」
ピ
云
ふ
其
の
領
域
的
腕
念
は
形
式
的
H

均
四
時
慌
系
を
規
定
し
、
叉
夫
れ
に
よ
h
て
形
式
的
(
分
析
的
)
範

諭

最

ア
フ
サ

i
ル

O
現
象
品
干

第
三
十
一
巷

(
第
凹
郵

丸
丸
}

五
六

時
の
総
値
を
規
定
す
る
。
そ
う
し
て
共
の
駄
に
於
て
、
両
者
の
聞
に
著

L
吉
本
質
的
差
別
あ
る
に
拘
ら
す
、
質
際

土
問
者
山
一
裕
行
が
亘
蛍
ご
さ
れ
る
理
由
が
、
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

却
設
是
れ
ま
で
越
ぺ
来
れ
る
考
察
は
、
総
て
純
正
論
理
準
的
な
考
察
で
ゐ
る
の
で
、
夫
れ
は
つ
ま
り
純
正
論
理

問
中
の
地
盤
に
於
て
、
純
正
論
理
些
か
ら
出
品
田
し
て
見
定
酌
ら
れ
る
蕗

ω、

シ
エ
マ

一
の
型
印
L
依
て
以
て
仰
醐
胞
が
先
天
的
総
合
原
理
の
下
に
於
て
、
概
念
及
び
法
則
に

一
切
の
可
能
的
認
識
或
は
認
識
針
象

ω

基
本
梢
造
り
一
片
ど
し
て
、

従
ム

τ、
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
彪
の
一
の
型
、
戒
は
一
切
的
傾
験
山
地
干
が
皐
に
総

τの
曲
学
に
共
同
的
な
る
純
民
論

理
平
に
り
を
基
礎
ピ
仁
一
て
で
は
な
〈
、
彼
等
仁
胤
す
る
削
域
的
諸
本
館
事
を
も
基
礎
ご
[
て
建
設
さ
れ
ね
ば
な
ら

凶
事
を
明
ら
か
に
す
る
一
の
裂
を
、
来
柿
せ
ん
正
せ
る
も
の
で
め
る
。

併
し
岡
附
仁
夫
れ
か
ら

Lτ
一
ω
課
題
或
は
問
題
叫
糊
念
が
生
超
す
る
。
夫

μ
は
吾
人

ω
例
締
的
庭
訓

ω悶
内

に
於

τ
、
H-
象
化

ω最
高
制
を
決
定
L
、
一
切
の
直
州
倒
的
例
能
的
質
在
台
、
官
H
在
諸
領
域
に
従
ふ

τ完
全
に
凱
分



論

議

フ
ッ
サ

i
ル
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現
象
串

第
二
十
一
番

(
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四
揖
一
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軍
六
回

す
る
ご
一
瓦
ふ
こ
ど
で
あ
る
。
但
し
各
賞
在
領
域
は
根
本
的
じ
(
最
根
本
的
本
質
理
向
か
ら
生
相
す
る
が
故
に
)
国
別

苫
れ
た
る
一
の
本
質
皐
及
び
経
験
離
?
を
指
示
す
る
の
で
め
る
。
併
し
右
の
根
本
的
配
分
は
、
決
し
て
諸
事
の
交
錯

及
び
部
分
的
推
移
を
禁
じ
な
い
。
か
〈
て
例
へ
ば
「
物
質
」
Z
「
心
意
」
ご
は
相
異
な
れ
る
質
在
領
域
で
あ
る
が
、

L

オ
J
Jツ

か
も
品
偶
者
は
前
者
に
於
て
基
礎
附
け
ら
れ
、
そ
う
し
て
夫
れ
よ

h
L
て
白
か
ら
、
心
意
論
が
身
穂
論
に
於
t
基
礎

附
け
ら
れ
る
こ
ピ
仁
な
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
皐
悶
の
根
本
的
分
類
の
問
題
は
、
主
Z
し
て
領
域
の
分
別
の
問

題
で
あ
る
。

却
設
ア
ッ
す

1
即
日
比
は
、

一
の
本
質
皐
た
る
可
き
も
の
吉
見
る
純

E
現
象
皐
の
観
念
の
建
設
、
井
に
一
切
の
経

験
準
(
か
〈

τ又
心
理
準
)
に
封

L
て
占
む
る
斯
亭
の
地
位
の
理
解
の
柏
崎
め
に
必
要
な
る
本
質
的
基
礎
ピ
し
て
、
事

賞
及
び
事
質
問
中
古
劃
立
す
る
本
質
及
び
本
質
事
に
就

τ、
是
れ
ま
で
逃
べ
し
如
〈
に
、

一
般
的
に
論
越
し
て
居
る

の
で
あ
る
o

ぞ
う

L
τ
余
は
さ
き
に
述
べ

L
如
〈
、
右
の
思
組
は
プ
ッ
サ

1
ル
氏
の
現
象
事
の
概
念
を
深
〈
理
解

し
、
且
つ
今
日
試
み
ら
れ
つ
、
あ
る
枇
曾
血
中
或
は
枇
曾
哲
朗
宇
に
於
け
る
現
象
皐
的
方
法
の
廊
用
の
意
味
を
、
根
本

的
に
理
解
す
る
縛
め
に
、
甚
に
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
ご
考
へ
る
か
ら
、
此
蕗
仁
之
を
比
較
的
に
詳
し
〈

読
通
し
た
の
で
ゐ
る
が
、
是
れ
よ
h
，
進
ん
で
同
氏
の
現
象
団
干
の
槻
念
を
簡
単
に
設
通
じ
、
更
に
同
氏
自
身
は
之
を

一
枇
曾
皐
或
は
枇
曾
哲
問
中
の
建
設
の
縛
め
に
、
如
何
に
適
用
せ
ん
ご
し
て
居
る
が
を
考
察
し
た
い
古
忠
ふ
。


